
アステラス製薬社友会大阪支部  カルチャー同好会 

宝塚歌劇 『エリザベート～愛と死の輪舞（ロンド）～』 観劇のご案内  

2026年 9月吉日 

仲秋の候、カルチャー同好会会員の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

今回のご案内は、ご要望が多い宝塚歌劇『エリザベート』の観劇でございます。 

ミュージカル『エリザベート』は 1992年にウィーンで世界初演を迎えて以来、その感動的な物語は国境を

越え 14ケ国で上演、動員数 1,200万人を超えるほど、大きな反響を呼んでいます。日本では 1996年に

宝塚歌劇団で初演、以降再演を重ね 30年の時を経た 2026年、8年振りとなる再演です。 

 

前夜祭が開催されるほど大人気！本公演の＜カルチャーポイント＞は、 

【1. 華やかな宝塚歌劇の世界】 

なんと言っても魅力的なビジュアルに芝居・歌・ダンス。人気急上昇ボーイズｸﾞﾙｰﾌﾟとの TV共

演『M!LK×宝塚歌劇団』が大バズリ！した花組による本公演は、ファンの間でチケット入手が

困難との悲鳴も…。宝塚歌劇が生み出す『エリザベート』 の世界観をお楽しみください。 

【2. ミュージカル界屈指のメガヒット作品～独創的なストーリー】 

オーストリア皇后エリザベートの華やかで波乱万丈の人生は、卓越した女性像として、彼女が

生きた時代を映し出す鏡として、世界中の人々を魅了しています。 

少女時代に木から落下し死の淵を彷徨うエリザベート（愛称シシィ）の前に黄泉の帝王・トート

（死）が現れる。果たして二人の関係はいかに？・・・  また、皇帝フランツ、皇太后ゾフィー、

皇太子ルドルフ、との生活の中でエリザベートはどのように生きるのか・・・ 

【3. 魂を揺るがすメロディ】 

ミヒャエル・クンツェ＆シルヴェスター・リーヴァイ（作詞＆作曲）のお二人が紡ぐ美しいミュージ

カルナンバーの数々（♪愛のテーマ～愛と死の輪舞、♪最後のダンス、♪私だけに、♪闇が

広がる など）で耳福の時間をご堪能ください。 

 

ご参加、お待ちしております。 

1. 実施日 11月 7日（土曜日） 11時 開演  

2. 受付場所  『宝塚大劇場／ロビー大広間・アステラス製薬社友会受付前』 

 受付時間：10：15～ 10：40までに受付をお済ませ下さい（時間厳守） 

 遅刻された場合、入場できない可能性がありますのでご注意ください。 

 （ご友人と近いお席での観劇を希望の方は全員揃われてからの受付） 

3. スケジュール  開場 10時 30分  

 開演 11：00～ ～休憩 30分～ 終演 14：00 （予定）  

  

4. 会   費 会員 4,500円、 ご家族 7,000円  （2階 B席） 

 受付時に会費と交換でチケットとお弁当（紙パック茶付）をお渡しします

（開演前と幕間時間のみ客席でお食事可能） 

 

★ 10月 20日（火）以降にキャンセルされた場合には 7,000円をご負担頂きます。 



 

◆ 募集人数：12０名（ご家族もご参加いただけます） 

◆ 同封の返信用ハガキにて、10月 6日（火）必着で出欠をご連絡下さい。 

* 不参加の方もハガキのご返送をお願い致します。 

* 定員オーバーの場合は抽選とし、落選された方には 10月 9日（金）までにご連絡致し

ます。『当選』の方へのご連絡は致しませんので、くれぐれもご注意下さい。  

◆ 行事中止の場合は社友会 HPに掲載し、緊急時は参加者全員に電話でご連絡致します。 

◆ 行事後、コロナや麻疹などの感染が判明した場合には速やかに世話人へご連絡ください。 

代表世話人：上野 百代 （携帯：090-8447-3405） 

世話人： 山國 尚志 （携帯：090-6238-0593）、松本 早苗 （携帯：090-1245-2504）、 

柴田 好博、高村 不二子、伊藤 清隆 

（社友会世話人はあくまでもボランティアとして活動しております。至らない点は何卒ご容赦下さい。） 

以上 

《地図》 宝塚大劇場 

 

《交通機関》   

◆ 阪急電車：「阪急宝塚駅」より徒歩約 8分（改札口を出ると床面に大劇場への道案内があります） 

JR線：｢JR宝塚駅」より徒歩約 10分 （改札口を出てすぐ右側通路を行くと「阪急宝塚駅」） 

◆ 参加者へのお願い 

➢ マスク着用は個人の判断に委ねますが、高齢者が多いためマスク着用を推奨します。 

➢ スマホ・スマートウォッチの電源OFF（マナーモードも不可）、おしゃべりや前のめりの姿勢（後ろの方

の視界を遮ります）の禁止等、観劇マナーの遵守をお願いします。 

➢ 上演中の劇場客席ではご飲食はできません。なお、開演前と幕間時間のみ、客席でのお食事は可

能です。 

➢ 最上階のお席ですので、お手持ちがあれば双眼鏡・オペラグラスのご持参をお勧めします。 

 


